
多 賀 町 町 制　　 周年記念クイズ

今年度は『多賀町町制50周年』を記念しまして、クロスワードパズルに替え、多賀町に関す
るクイズを合計50問出題させていただきました。ふるってご応募ください。
また、『多賀町町制50周年』に関する情報や思い出なども一緒にお送りください。

平成13年、町民グランドに建立された平和を象徴するものは？
次の3つからお選びください。

1．幸福の塔 2．多賀の塔 3．平和の塔

平成14年、町の玄関口に「多賀大社前駅○○○○○○ハウス」が竣工しました。
○○○○○○に入る文字はなんでしょう？

○○○○○○

平成15年、高齢者生活状況確認事業調印式が多賀町と○○郵便局で調印されました。
○○に入る文字はなんでしょう？次の3つからお選びください。

1．彦根 2．多賀 3．大滝

平成16年、町立図書館の貸出し冊数が○○○万冊突破しました。
○○○に入る数字はなんでしょう？次の3つからお選びください。

1．100 2．150 3．200

先月号の答えは下記の通りです。

Q43…1．福寿橋　Q44…多賀大社前　Q45…3．自然と文化　Q46…ふれあい

Q50

Q49

Q48

Q47

5050505050505050505050505050505050

編／集／後／記

冬季オリンピックが閉幕しました。日本は期待され
ていた結果ではありませんでしたが、選手のがんばり
には感動しましたs平和の祭典。メダルに一喜一憂せ
ず、楽しんで応援したいものですがなかなか…。「オ
リンピック精神は、勝つことではなく、参加すること
にある」と言われますが、実力ある日本選手にはやっ
ぱり勝ってもらいたかったですsさて次は、6月から
のワールドカップサッカー。こちらもＴＶの前で熱く
なりながらの観戦になりそうで、今から楽しみです。

kikaku@tagatown.jp （し）

応募方法
官製はがきで、解答と「広報たが」へのおたより（俳

句・短歌・川柳・イラスト）やご意見を役場企画課までお
送りください。Ｅメール・有線ＦＡＸでも結構です。

有線FAX 2 - 2018
taga@tagatown.jp

締め切りは3月30日（木）です。正解者の中から抽選で
10人の方に粗品を進呈いたします。発表は景品の発送
をもってかえさせていただきます。
なお、おたよりの内容は抽選とは無関係です。

多賀町 ひとの動き （平成18年１月末 現在）

（ ）内は前月比

世　　帯　　数 2,630世帯（＋5）

人　口
8,394人
（－7人）

男　性 4,003人（＋1）

女　性 4,391人（－8）

鈴鹿山系の緑と芹川・犬上川の清流に恵まれた多賀町に住むわたくし
たちは、日常生活の心構えとしてこの憲章を定めます。
わたくしたち多賀町民は
一、郷土に住む喜びを感謝し、平和で明るい町をつくります。
一、歴史と伝統を生かし、教養を深め、かおり高い文化の町をつくり
ます。

一、互いに励まし助けあい、心のふれあう町をつくります。
一、清くたくましい青少年のそだつ、健全な町をつくります。
一、働くことに喜びをもち、しあわせな家庭、豊かな町をつくります。

昭和53年11月10日制定

多賀町町民憲章
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が
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多賀町多賀町 
町制町制5050周年周年 

多賀町 
町制50周年 

山蒼く山蒼く 水清く水清く 
心豊かな多賀のまち心豊かな多賀のまち 
山蒼く 水清く 
心豊かな多賀のまち 

たがのホームページ　http://www.tagatown.jp/

霊仙山■標高1,084メートル。鈴鹿山脈の北

端にあり、山頂部からは360度の雄大な展望

が楽しめる山ですs春や秋の空気の澄んでいる

ときは、遠くまで見え、絶好の登山シーズンと

なりますが、冬は積雪量が多く、登山には適し

ていませんs谷間には、7月ころまで雪が残る

など、町内で有数の豪雪地帯といえます。



3 広報 たが 3月号

書
部
門
入
選
者
（
敬
称
略
）

大
賞大

町
千
津
子
「
針
切
」

特
選西

澤
　
エ
ミ
「
無
題
」

土
田
　
正
雄
「
漢
詩
」

佳
作小

菅
　
茂
一
「
漢
詩
」

上
坊
　
　
春
「
漢
詩
」

一
円
　
喜
子
「
俳
句
‐
福
寿
草
」

書
部
門
総
評

審
査
員
　
小
林
　
　
巧
先
生

今
回
は
、
第
3
回
目
と
し
て
の
期
待

感
を
持
っ
て
拝
見
い
た
し
ま
し
た
。

ど
の
よ
う
な
期
待
か
と
申
し
上
げ
れ

ば
、1．

出
品
者
の
ひ
ろ
が
り

2．

作
品
の
充
実
度

こ
の
2
点
で
ご
ざ
い
ま
す
。

前
者
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
は
町
展
に

対
す
る
自
覚
の
あ
り
よ
う
か
と
思
う
。

行
政
は
種
ま
き
だ
と
す
れ
ば
、
町
民

は
大
切
に
育
て
あ
げ
る
こ
と
か
と
思

う
。
そ
れ
に
は
、「
オ
ラ
が
町
、
オ
ラ

が
文
化
」
の
自
覚
の
あ
り
よ
う
で
あ
り

ま
す
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
大
変
残
念
で
あ

り
ま
す
。
方
法
は
幾
通
り
か
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
は
町
民
が
考
え
る
こ
と
で
あ

り
ま
す
。

後
者
の
件
に
つ
い
て
は
、
と
て
も
う

れ
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
3
回
目
に

し
て
展
覧
会
へ
の
心
構
え
が
見
え
て
き

ま
し
た
。
そ
れ
は
練
度
で
あ
り
ま
す
。

上
が
り
ま
し
た
。

作
品
の
練
度
を
上
げ
る
こ
と
で
町
展

の
あ
り
方
が
見
え
て
来
る
。
そ
う
な
ん

で
す
。
皆
さ
ん
が
つ
く
り
あ
げ
て
ゆ
く

も
の
な
の
で
あ
り
ま
す
。

お
わ
り
に
、
会
場
に
対
し
て
展
示
数

が
最
適
で
ス
ッ
キ
リ
し
た
良
い
展
覧
会

に
な
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
作
品
も

大
変
よ
ろ
し
い
。
ぜ
ひ
会
場
へ
。

い
の
写
真
が
集
ま
り
ま
し
た
。
新
鮮
な

気
持
ち
に
感
動
を
込
め
て
、
シ
ャ
ッ
タ

ー
を
切
っ
て
お
ら
れ
る
感
じ
が
伝
わ
っ

て
き
ま
す
。

特
に
今
回
は
、
写
真
か
ら
た
だ
よ
っ

て
く
る
、
空
気
の
湿
度
、
気
温
、
風
の
流

れ
、
そ
し
て
音
、
こ
れ
ら
が
作
品
に
深

み
を
与
え
て
い
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

た
っ
た
1
枚
の
写
真
で
す
が
不
思
議

な
力
を
秘
め
て
い
る
も
の
で
す
。

皆
さ
ま
の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
お

祈
り
し
ま
す
。

※
総
評
は
、
原
文
の
ま
ま
を
掲
載
し
ま
し
た
。

第3回 多賀町美術展覧会

2広報 たが 3月号

第
3
回
多
賀
町
美
術
展
覧
会

2
月
4
日
か
ら
7
日
ま
で
、
多
賀
町
中
央
公
民
館
で
第
3
回
多
賀
町
美
術
展
覧
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

絵
画
部
門
15
点
、
写
真
部
門
37
点
、
書
部
門
18
点
の
出
品
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、

優
秀
作
品
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

絵
画
部
門
入
選
者
（
敬
称
略
）

大
賞清

水
　
千
弘
「
ど
く
だ
み
」

特
選礒

野
　
公
子
「
奥
入
瀬
初
秋
‐
3
」

筒
川
　
　
静
「
渓
流
」

佳
作吉

岡
　
行
夫
「
り
ん
ご
と
み
か
ん
」

山
口
ひ
と
み
「
紫
陽
花
」

松
宮
紀
久
子
「
ラ
ン
プ
」

絵
画
部
門
総
評

審
査
員
　
小
田
柿
寿
郎
先
生

今
展
は
、
油
絵
、
日
本
画
、
水
墨
画

い
ず
れ
も
力
作
ぞ
ろ
い
で
あ
り
ま
し
た

が
、
出
品
点
数
が
少
な
か
っ
た
の
が
残

念
で
す
。

し
か
し
、
中
学
生
の
大
胆
な
作
品
の

出
品
が
多
数
あ
り
、
会
場
に
活
気
を
も

た
ら
し
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

今
後
、
い
ろ
ん
な
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品

が
多
数
出
品
さ
れ
、
町
の
美
術
展
が
ま

す
ま
す
盛
り
上
が
り
、
自
然
・
歴
史
・

景
観
と
と
も
に
、
文
化
・
芸
術
の
多
賀

町
と
し
て
発
展
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

写
真
部
門
入
選
者
（
敬
称
略
）

大
賞品

居
九
一
郎
「
黄
色
い
妖
精
」

特
選北

川
　
由
三
「
一
瞬
」

中
川
　
静
ゑ
「
憩
い
の
宿
」

佳
作土

田
　
広
志
「
里
山
の
紅
葉
」

「
か
が
や
く
ハ
ス
」

小
中
　
ス
ガ
「
け
や
き
の
並
木
」

田
斉
　
隆
夫
「
青
空
に
映
え
る
」

田
斉
美
恵
子
「
ざ
ぜ
ん
」

「
夕
映
え
」

西
村
日
出
男
「
新
道
‐
胡
宮
神
社
に
て
」

平
木
　
和
男
「
雨
あ
が
り
」

藤
本
　
夏
雄
「
ま
け
て
た
ま
る
か
」

宮
下
　
重
和
「
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
」

写
真
部
門
総
評

審
査
員
　
寿
福
　
　
滋
先
生

発
見
、
発
想
、
努
力
、
構
図
、
シ
ャ

ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
、
ど
れ
も
力
作
ぞ
ろ

第3回 多賀町美術展覧会

大賞 「どくだみ」清水千弘さん
■絵画部門

▲写真部門講評のようす

大賞 「黄色い妖精」
品居九一郎さん

■写真部門

大賞 「針切」大町千津子さん
■書部門

▲表彰式のようす
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キ
ッ
ズ
ビ
ク
ス
教
室
開
催
中
！

秋
に
全
10
回
で
終
了
し
た
キ
ッ
ズ
ビ

ク
ス
教
室
で
す
が
、参
加
者
の
要
望
で
、

2
月
4
日
か
ら
5
回
シ
リ
ー
ズ
で
開
催

し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
プ
リ
キ

ュ
ア
や
ム
シ
キ
ン
グ
の
曲
に
あ
わ
せ
て

元
気
に
踊
っ
て
い
ま
す
。
来
年
度
も
計

ボ
ー
ル
健
康
体
操
教
室

開
催
中
！

2
月
4
日
か
ら
5
回
シ
リ
ー
ズ
で
ボ

ー
ル
健
康
体
操
教
室
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
や
わ
ら
か
い
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
身

体
を
弾
ま
せ
、
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
養
う

と
と
も
に
、
下
半
身
の
筋
力
老
化
防

止
＝
転
倒
予
防
に
も
お
お
い
に
役
立
ち

ま
す
。

寒
い
時
期
で
は
あ
り
ま
す
が
20
人
の

参
加
者
が
元
気
に
参
加
さ
れ
、
毎
回
笑

い
の
絶
え
な
い
楽
し
い
教
室
に
な
っ
て

い
ま
す
。

多
賀
剣
道
大
会
開
催
さ
れ
る

１２
月
11
日
、
多
賀
町
B
＆
G
海
洋
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
多
賀
剣
道
部
の
主

催
に
よ
る
第
18
回
多
賀
剣
道
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
チ
ー
ム
は
近
隣
市
町
村
の
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
、
16
チ
ー
ム
総
勢
1
5
0

人
。
緊
迫
し
た
雰
囲
気
の
中
、
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
試
合
結
果
は

次
の
通
り
で
す
。

優
　
勝
　
愛
知
川
剣
心
会
A

準
優
勝

稲
枝
東
誠
錬
会

3

位

城
南
剣
道
部
A

画
し
て
い
る
教
室
な
の
で
興
味
の
あ
る

方
は
見
学
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

場
所
■
多
賀
海
洋
セ
ン
タ
ー
2
階

日
時
■
3
月
4
日
（土）
、
11
日
（土）
、
18
日

（土）

16
時
〜
17
時

スポーツ
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多
賀
町
大
杉
に
あ
る
「
蛇
石
」
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
世
界
に
ひ
と
つ
、

多
賀
町
に
だ
け
あ
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
「
蛇
石
」
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

世
界
に
ひ
と
つ
!?

大
杉
の
集
落
の
中
ほ
ど
よ
り
奥
に
金

蓮
寺
と
い
う
お
寺
が
あ
り
ま
す
。
昔
、

こ
の
お
寺
の
住
職
さ
ん
が
お
寺
の
前
を

流
れ
る
川
の
中
に
、
冬
な
の
に
蛇
が
い

る
、と
こ
の
石
を
見
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

蛇
の
模
様
が
あ
る
こ
の
珍
し
い
蛇
石

は
、
村
人
に
よ
っ
て
お
寺
ま
で
上
げ
ら

れ
、
そ
の
後
、
雨
乞
い
石
と
し
て
大
切

に
守
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

一
目
見
て
、「
蛇
」
だ
と
わ
か
る
こ
の

蛇
石
。
あ
ま
り
に
も
蛇
に
そ
っ
く
り
な

た
め
、
蛇
の
化
石
と
思
わ
れ
た
り
、
人

が
書
い
た
も
の
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ

た
り
し
ま
す
が
、
蛇
模
様
は
自
然
な
の

で
す
。

国
内
に
は
「
蛇
石
」
と
呼
ば
れ
る
名

所
が
何
カ
所
か
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

川
底
に
見
ら
れ
る
白
色
の
岩
脈
や
、
林

の
中
に
横
た
わ
る
細
長
い
岩
だ
っ
た
り

で
、
多
賀
町
大
杉
の
蛇
模
様
に
勝
る
蛇

石
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
か
し
た
ら
、

世
界
で
も
こ
こ
に
し
か
な
い
石
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

自
然
が
生
み
出
し
た

奇
跡
の
石

さ
て
、
こ
の
み
ご
と
な
蛇
を
浮
か
び

上
が
ら
せ
て
い
る
蛇
石
で
す
が
、
ど
の

よ
う
に
し
て
こ
の
蛇
模
様
が
で
き
あ
が

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

蛇
石
に
つ
い
て
詳
し
く
調
べ
ら
れ
た

の
は
、
大
滝
小
学
校
萱
原
分
校
に
勤
務

さ
れ
て
い
た
磯
部
敏
雄
さ
ん
。

磯
部
さ
ん
は
金
蓮
寺
に
あ
る
蛇
石
を

初
め
て
見
た
と
き
、
そ
の
み
ご
と
な
蛇

の
姿
に
何
も
言
葉
が
見
つ
か
ら
な
か
っ

た
と
い
い
ま
す
。
そ
の
後
、
石
の
専
門

家
で
あ
る
故
益
富
寿
之
助
博
士
に
よ
っ

て
も
研
究
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

研
究
は
、
直
接
蛇
石
を
調
べ
て
は
、

貴
重
な
石
に
傷
が
つ
い
て
し
ま
う
た

め
、
蛇
石
が
見
つ
か
っ
た
川
の
中
か

ら
、
同
じ
よ
う
な
石
が
な
い
か
探
さ

れ
ま
し
た
。
な
か
な
か
同
じ
石
は
見

つ
か
ら
な
か
っ
た
そ
う
で
す
が
、
何
十

回
と
川
に
入
り
探
さ
れ
た
結
果
、
蛇
石

の
蛇
と
よ
く
似
た
模
様
の
石
が
見
つ
か

り
ま
し
た
。

そ
の
石
の
内
部
組
織
が
調
べ
ら
れ

た
結
果
、
石
は
、
約
8
千
万
年
前
に

で
き
た
火
成
岩
の
一
種
「
湖こ

東と
う

流り
ゅ
う

紋も
ん

岩が
ん

」
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
模
様
に
つ
い
て
は
、
こ
の

岩
石
が
で
き
る
と
き
に
、
角か

く

閃せ
ん

石せ
き

、

輝き

石せ
き

、
磁じ

鉄て
つ

鉱こ
う

な
ど
の
有
色
鉱
物
が

集
ま
り
、
マ
グ
マ
が
冷
え
固
ま
る
と

き
、
比
重
の
差
や
鉱
物
の
結
晶
が
生

成
さ
れ
る
早
さ
の
差
に
よ
っ
て
、
蛇

の
模
様
が
で
き
た
も
の
だ
と
い
う
こ

と
が
わ
か
っ
た
の
で
す
。
こ
の
模
様

は
地
質
学
の
世
界
で
は
ダ
ー
ク
イ
ン

ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
と
呼
ば
れ
て
い
る
そ

う
で
す
。
ま
さ
に
自
然
が
生
み
出
し

た
奇
跡
の
石
な
の
で
す
。

み
ん
な
で
こ
の
自
然
が
つ
く
っ
た

多
賀
町
の
宝
を
守
っ
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ

多
賀
町
観
光
協
会

㈲
2-

2
3
4
9

（電）
4
8
‐
2
3
6
1

役
場
農
林
商
工
課

㈲
2
‐
2
0
3
0

（電）
4
8
‐
8
1
1
7

メ
ー
ル
　n

o
rin
@
ta
g
a
to
w
n
.jp

こころのふるさとたが 再発見

こ
こ
ろ
の
ふ
る
さ
と

再
発
見

大杉にある「蛇石」まさに驚きs

平成18年度　多賀町スポーツ少年団　団員募集

『ぼくは！ わたしは！ どんなスポーツをはじめてみようかな？』

団　　名 対　　象 練習日・時間 場　　所 会　　費 指導者代表

小　　学
4月～11月

1～6年生
火　19:00～20:00

藤　内　敏　伸
大滝柔道 土　18:00～19:30

大　滝　武　道　館 月 / 1,500円
中　　学

12月～3月
田　中　武　士

1～3年生
火　19:00～20:00
土　17:30～19:00

水　18:30～20:30 滝 の 宮 体 育 館 前期/5,000円 藤　内　真　仁大滝ミニ 町内小学
バスケットボール 1～6年生

金　18:30～20:30
海 洋 セ ン タ ー

後期/5,000円 藤　内　　　浩体 　 育 　 館 　 他
水･金 18:00～20:00 音　田　直　記

多賀少年剣道 小 学 生 水　（防具なし） 海 洋 セ ン タ ー 月 / 1,000円
以　　上 18:00～19:00 トレーニングルーム 岡　嶋　兼　敏

日本空手道
町　　内

月　19:00～20:30
大　滝　武　道　館

大　矢　好　夫
正剛館湖東多賀

小 学 生
木　19:00～20:30

海 洋 セ ン タ ー 月 / 1,500円
以　　上 トレーニングルーム

（教　室）
（主に火）守備練習とサッカー 海 洋 セ ン タ ー 月/500円

辻　　　正　人
県 内

18:45～19:45 多 目 的 運 動 広 場 （保険･用具･
多賀少年野球

年長～6年生
（主に木）打撃練習とドッチ 滝の宮スーツ公園 イベント費の

18:45～19:45 体 育 館 　 他 すべてを含む）
辻　　　慶　一（クラブ） 土･日･祝（4年生までは半日）

滝の宮スポーツ公園
月/1,500円

町内小学 （実践が中心で試合や紅白戦）
グ ラ ウ ン ド 　 他

（遠征などの
1～6年生 ※他に基礎中心の自由参加練習もあります。 交通費含む）

多賀kids 小　　学
水･木 18:00～20:00

勤　労　者　体　育
月/1,500円

大久保　喜久夫バレーボール 1～6年生
土･日･祝（練習試合に変わるこ

セ　ン　タ　ー　他
（別に保険代

ともある）月2，3回練習試合 等1,000円）

TAGAミニ
町内小学

毎週土曜日 9:30～11:30 海 洋 セ ン タ ー
西　崎　美　樹バスケットボール 1～6年生

（試合前は土･日もあり） 体 育 館 　 他
月 / 1,000円

女　　子

公式ホームページ
http://tagabbc.fc2web.com/

お問い合わせ 多賀町B&G海洋センター ㈲2-1625 （電）48‐1625 メール bg@tagatown.jp
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満
3
歳
児
の
募
集
に
つ
い
て
♪

多
賀
町
で
は
子
ど
も
の
数
が
少
な
く

な
り
、
ま
た
、
地
域
が
点
在
し
て
い
る

た
め
、
各
地
域
で
は
乳
幼
児
同
士
が
関

わ
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
本
町
で
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を

踏
ま
え
、
幼
児
期
に
ふ
さ
わ
し
い
人
と

の
か
か
わ
り
を
大
切
に
し
、
幼
児
一
人

ひ
と
り
の
発
達
を
促
し
て
い
き
た
い
と

考
え
、
満
3
歳
児
教
育
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

平
成
15
年
4
月
2
日
生
ま
れ
〜
平
成

16
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
お
子
さ
ま

が
、
誕
生
日
を
迎
え
、
満
3
歳
に
な
ら

れ
た
誕
生
月
の
翌
月
か
ら
入
園
で
き
ま

す
。
入
園
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
入
園

願
書
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
入
園
願
書

は
、
各
幼
稚
園
、
教
育
委
員
会
事
務
局

に
あ
り
ま
す
。

な
お
、
平
成
18
年
度
の
幼
稚
園
入
園

願
書
の
受
付
も
、
随
時
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
入
園
を
希
望
さ
れ
る
方
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

【
幼
稚
園
教
育
時
間
】

8
時
30
分
〜
14
時

※
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
時

は
、
15
時
ま
で
預
か
り
保
育
を
行

い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会

㈲
2
‐
3
7
4
1

（電）
4
8
‐
8
1
2
3

メ
ー
ル
　g

-e
d
@
ta
g
a
to
w
n
.jp

赤
ち
ゃ
ん
サ
ロ
ン
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

多
賀
町
で
は
、
年
々
出
生
数
が
減
少

し
、「
近
所
に
同
じ
年
の
子
ど
も
が
い

な
い
…
」「
同
じ
く
ら
い
の
子
ど
も
を

も
つ
お
母
さ
ん
と
話
し
た
い
…
」「
育

児
の
こ
と
を
気
軽
に
相
談
で
き
る
場
が

欲
し
い
…
」
と
い
っ
た
お
話
を
よ
く
聞

く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
に
お
答
え
す
る
た

め
、
昨
年
8
月
よ
り
月
に
1
回
、
み
ん

な
で
育
児
に
つ
い
て
の
勉
強
を
し
た

り
、
情
報
交
換
を
す
る
場
と
し
て
赤
ち

ゃ
ん
サ
ロ
ン
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
毎

回
、
お
母
さ
ん
同
士
で
保
健
師
も
交
え

て
育
児
の
方
法
に
つ
い
て
話
を
し
た

り
、
育
児
方
法
の
実
践
を
し
た
り
な
ど

わ
き
あ
い
あ
い
と
過
ご
し
て
い
ま
す
。

平
成
18
年
4
月
か
ら
7
月
ま
で
月
1

回
、
4
回
シ
リ
ー
ズ
で
下
記
の
内
容
で

実
施
し
ま
す
。

内
　
容
■
4
月
…
離
乳
食
と
断
乳
に
つ

い
て

5
月
…
あ
そ
び
に
つ
い
て

6
月
…
生
活
リ
ズ
ム
、
ト
イ

レ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に

つ
い
て

7
月
…
む
し
歯
予
防
に
つ
い
て

日
　
程
■
4
月
18
日
（火）

5
月
15
日
（月）

6
月
15
日
（木）

7
月
24
日
（月）

時
　
間
■
10
時
10
分
〜
11
時
ま
で

場
　
所
■
ふ
れ
あ
い
の
郷
3
階
検
診
室

対
象
者
■
0
歳
代
の
親
子
、

妊
娠
中
の
方

※
日
程
に
つ
い
て
は
毎
月
広
報

に
掲
載
さ
れ
ま
す
の
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

☆
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
多
賀
町
総
合

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

役
場
福
祉
保
健
課

㈲
2
‐
2
0
2
1

（電）
4
8
‐
8
1
1
5

メ
ー
ル
　h

o
ke
n
@
ta
g
a
to
n
w
.jp

こんにちは保健師です
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ねんきん

保
険
料
の
納
付
が
な
い
場
合
は
、

財
産
の
差
押
え
も
あ
り
ま
す
！

社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
相
当
程
度

の
所
得
や
資
産
が
あ
り
な
が
ら
、
長
期

に
わ
た
っ
て
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

に
応
じ
な
い
方
を
対
象
に
、
財
産
の
差

押
え
等
を
視
野
に
入
れ
た
強
制
的
な
処

分
（
強
制
徴
収
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

平
成
16
年
度
に
は
、
県
下
3
0
0
人

の
方
を
対
象
に
最
終
催
告
状
（
強
制
徴

収
を
行
う
に
あ
た
り
、
自
主
納
付
を
促

す
最
終
通
知
）
を
送
付
し
、
そ
れ
で
も

納
付
に
応
じ
な
か
っ
た
49
人
に
対
し

て
、
督
促
状
（
強
制
徴
収
の
開
始
通
知
）

を
送
付
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
平
成
17

年
4
月
と
7
月
に
は
、
あ
わ
せ
て
3
人

の
方
の
財
産
（
預
金
）
の
差
押
え
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
17
年
度
は
、
県
下
1，

5
5
1
人
の
方
に
最
終
催
告
状
を
送
付

し
、
平
成
18
年
1
月
20
日
現
在
で
1
9

5
人
の
方
に
督
促
状
を
送
付
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
保
険
料
の
納
付
に
応
じ
な

い
方
に
は
、
督
促
状
を
送
付
し
、
財
産

の
差
押
え
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
は
き
ち
ん
と
納
め

ま
し
ょ
う
。
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な

場
合
は
、
滋
賀
保
険
事
務
局
彦
根
事
務

所
国
民
年
金
業
務
課
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

「
障
害
基
礎
年
金
」
と

「
老
齢
厚
生
年
金
・
遺
族
厚
生
年
金
」

が
併
給
で
き
ま
す
！

（
平
成
18
年
4
月
実
施
）

現
在
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
給
さ
れ

て
い
る
方
は
、
老
齢
ま
た
は
死
亡
を
支

給
事
由
と
す
る
厚
生
年
金
給
付
と
の
併

給
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
平
成
18
年
4
月

か
ら
受
給
権
者
の
申
し
出
に
よ
り
、
併

給
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
に

よ
り
、
障
害
を
持
ち
な
が
ら
働
い
た
こ

と
が
年
金
上
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

併
給
を
選
択
す
る
こ
と
に
よ
り
、
年

金
額
が
高
く
な
る
方
に
は
、
平
成
18
年

5
月
中
旬
に
「
お
知
ら
せ
」
と
「
年
金
受

給
選
択
申
出
書
」
が
社
会
保
険
業
務
セ

ン
タ
ー
か
ら
送
付
さ
れ
る
予
定
で
す
。

詳
し
く
は
、「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」

ま
た
は
滋
賀
社
会
保
険
事
務
局
彦
根
事

務
所
年
金
給
付
課
ま
で
。

『
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
』

年
金
請
求
等
の
電
話
相
談

（電）
0
5
7
0
‐
0
5
‐
1
1
6
5

年
金
受
給
者
の
電
話
相
談

（電）
0
5
7
0
‐
0
7
‐
1
1
6
5

ご
存
じ
で
す
か
？
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
！

〜
３０
歳
未
満
の
方
は
申
請
に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
〜

３０
歳
未
満
の
方
で
、
本
人
と
そ
の
配

偶
者
の
前
年
所
得
が
一
定
基
準
以
下
の

場
合
、
申
請
し
て
承
認
さ
れ
る
と
、
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。
承
認

期
間
は
、
原
則
7
月
か
ら
翌
年
6
月
ま

で
で
す
。

承
認
さ
れ
た
期
間
は
、
年
金
を
受
け

年
金
相
談
の
時
間
を
延
長
し
て
い
ま
す
！

現
在
、
平
日
の
8
時
30
分
か
ら
17
時

ま
で
、
各
社
会
保
険
事
務
所
に
お
い
て

年
金
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
毎
週

月
曜
日
の
時
間
延
長
の
ほ
か
、
第
2
土

曜
日
に
つ
い
て
も
年
金
相
談
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

3
月
の
実
施
は
左
記
の
と
お
り
で

す
。
国
民
年
金
保
険
料
の
受
領
お
よ
び

保
険
料
免
除
の
相
談
・
受
付
等
も
行
っ

て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
実
施
日
】

3
月
6
日
（月）
、
13
日
（月）
、
20
日
（月）
、

27
日
（月）

※
受
付
時
間
は
、19
時
ま
で
で
す
。

3
月
11
日
（土）

※
受
付
時
間
は
、
8
時
30
分
か
ら

16
時
ま
で
で
す
。

【
実
施
場
所
】

滋
賀
社
会
保
険
事
務
局
彦
根
事
務
所
　

（
彦
根
市
外
町
1
6
9
‐
6
）

お
問
い
合
わ
せ

役
場
環
境
生
活
課

㈲
2
‐
2
0
3
1

（電）
4
8
‐
8
1
1
4

メ
ー
ル
　ka

n
kyo
@
ta
g
a
to
w
n
.jp

滋
賀
社
会
保
険
事
務
局
彦
根
事
務
所

・
国
民
年
金
保
険
料
に
関
す
る
こ
と

国
民
年
金
業
務
課

（電）
2
3
‐
1
1
1
4

・
年
金
給
付
・
相
談
に
関
す
る
こ
と

年
金
給
付
課

（電）
2
3
‐
1
1
1
6

る
た
め
に
必
要
な
期
間
（
受
給
資
格
期

間
）
に
算
入
さ
れ
ま
す
の
で
、
万
一
の

と
き
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年

金
の
受
給
要
件
を
満
た
し
や
す
く
な
り

ま
す
。

申
請
は
、
役
場
環
境
生
活
課
ま
で
。

〈平成18年2月1日現在　在籍園児数〉

園　　　名 満3歳児 3歳児 4歳児 5歳児 合　計

多賀幼稚園 1人 8人 12人 12人 33人

大滝幼稚園 4人 5人 3人 6人 18人

〈平成18年度　入園予定園児数〉

園　　　名 3歳児 4歳児 5歳児 合　計

多賀幼稚園 14人 13人 12人 39人

大滝幼稚園 10人 4人 3人 17人

多賀町立幼稚園
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引
き
上
げ
ま
す
。
今
年
度
の
評
価

額
×
住
宅
用
地
特
例
率
（
1
／
6

ま
た
は
1
／
3
）
の
20
％
を
下
回

る
場
合
は
、
評
価
額
の
20
％
と
し

ま
す
。

ま
た
、
前
年
度
の
課
税
標
準
額

に
、
今
年
度
の
評
価
額
に
住
宅
用

地
特
例
率
（
1
／
6
ま
た
は
1
／

3
）
を
乗
じ
て
得
た
額
の
5
％
相

当
額
が
80
％
を
上
回
る
場
合
は
、

80
％
相
当
額
と
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
役
場
税
務
課
ま
で
。

家
　
屋

■
住
宅
耐
震
改
修
に
減
額
措
置

家
屋
に
つ
い
て
は
、
住
宅
耐
震
改
修

に
伴
う
固
定
資
産
税
の
減
額
措
置
が
創

設
さ
れ
ま
す
。

対
象
に
な
る
家
屋
は
、
昭
和
57
年
1

月
1
日
以
前
の
住
宅
で
、
現
行
の
耐
震

基
準
に
適
合
し
た
工
事
（
工
事
費
30
万

円
以
上
）
で
あ
る
こ
と
の
証
明
書
を
添

付
し
、
改
修
後
3
カ
月
以
内
に
町
へ
申

告
し
た
場
合
、
次
の
と
お
り
改
修
家
屋

全
体
に
係
る
固
定
資
産
税
の
1
／
2
が

減
額
さ
れ
ま
す
。（
証
明
書
の
発
行
主

体
は
地
方
公
共
団
体
・
建
築
士
・
指
定

確
認
検
査
機
関
等
に
な
り
ま
す
。）

①
減
額
期
間

平
成
18
年
〜
21
年
ま
で
の
改
修

→

3
年
間

平
成
22
年
〜
24
年
ま
で
の
改
修

→

2
年
間

平
成
25
年
〜
27
年
ま
で
の
改
修

→

1
年
間

②
減
額
対
象
面
積

1
戸
当
た
り
1
2
0
㎡
相
当
分
ま
で

固
定
資
産
税
の
縦
覧
期
間
と

閲
覧
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

『
縦
覧
と
は
』

「
縦
覧
制
度
」
は
、
固
定
資
産
税
の

納
税
者
が
、
自
己
の
土
地
や
家
屋
の
評

価
額
が
適
正
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き

る
よ
う
に
す
る
趣
旨
で
実
施
さ
れ
る
も

の
で
す
。

ご
覧
い
た
だ
く
も
の

（イ）
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿

記
載
事
項：

町
内
の
土
地
の
所
在
、

地
番
、
地
目
、
地
積
、
価
格

（ロ）
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

記
載
事
項：

町
内
家
屋
の
所
在
、
家

屋
番
号
、
種
類
、
構
造
、
床
面

積
、
価
格

※
土
地
家
屋
の
所
有
者
や
税
額
な
ど

は
、
縦
覧
の
対
象
外
で
す
。

■
縦
覧
帳
簿
を
ご
覧
い
た
だ
け
る
方

土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
は
、

1
月
1
日
現
在
に
お
い
て
町
内
に
課

税
対
象
土
地
を
所
有
さ
れ
て
い
る
方
。

家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
は
、

1
月
1
日
現
在
に
お
い
て
町
内
に
課

税
対
象
家
屋
を
所
有
さ
れ
て
い
る
方
。

■
縦
覧
期
間

平
成
18
年
度
の
縦
覧
期
間
は
、
平
成

18
年
4
月
3
日
（月）
か
ら
5
月
31
日
（水）
ま

で
の
予
定
で
す
。

（
土
、
日
、
祝
祭
日
を
除
く
、
8
時

30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で
で
す
。）

■
縦
覧
時
に
必
要
な
も
の

印
鑑
お
よ
び
本
人
確
認
に
つ
い
て
納

税
通
知
書
、
課
税
明
細
書
、
運
転
免
許

証
等
。

■
縦
覧
場
所

多
賀
町
役
場
　
税
務
課

『
閲
覧
と
は
』

「
閲
覧
制
度
」
は
、
①
納
税
者
本
人

の
資
産
に
つ
い
て
、
固
定
資
産
課
税
台

帳
に
よ
り
確
認
し
て
い
た
だ
く
も
の
で

す
が
、
②
有
償
で
土
地
や
家
屋
を
借
り

て
い
る
方
や
、
③
固
定
資
産
を
処
分
す

る
権
利
の
あ
る
一
定
の
方
も
、
対
象
資

産
を
限
定
し
て
閲
覧
で
き
ま
す
。

■
閲
覧
対
象
の
固
定
資
産
は

①
の
方
は
当
該
納
税
者
の
す
べ
て
の

固
定
資
産

②
の
方
は
当
該
権
利
の
目
的
で
あ
る

土
地
（
家
屋
お
よ
び
敷
地
）

③
の
方
は
当
該
権
利
の
目
的
で
あ
る

固
定
資
産

※
②
③
の
場
合
は
当
該
権
利
を
証
す

る
書
類
の
提
示
が
必
要
で
す
。

■
閲
覧
に
必
要
な
も
の

納
税
者
本
人
…
印
鑑
お
よ
び
運
転
免
許

証
等
の
本
人
を
証
明
す
る
も
の
。

借
地
借
家
人
や
権
利
を
有
す
る
方
…
賃

貸
契
約
書
や
資
産
処
分
に
関
す
る
選

任
書
な
ど
権
利
を
証
明
す
る
書
類
。

法
人
…
委
任
状
も
し
く
は
社
印
、
な
ら

び
に
社
員
証
明
書
等
代
理
人
本
人
で

あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の
。

■
閲
覧
期
間

通
年

■
閲
覧
場
所

多
賀
町
役
場
　
税
務
課

お
問
い
合
わ
せ

役
場
税
務
課

㈲
2
‐
2
0
4
1

（電）
4
8
‐
8
1
1
3

メ
ー
ル
　ze

i@
ta
g
a
to
w
n
.jp

税
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固
定
資
産
税
と
は
…

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
1
月
1
日

（「
賦
課
期
日
」
と
い
い
ま
す
。）
に
所

有
し
て
い
る
人
が
、
そ
の
固
定
資
産
の

価
格
を
も
と
に
算
定
さ
れ
た
税
額
を
、

そ
の
固
定
資
産
の
所
在
す
る
市
町
村
に

納
め
る
税
金
で
す
。

今
年
は

「
評
価
替
え
」
の
年
…

固
定
資
産
税
は
、
固
定
資
産
の
価
格
、

す
な
わ
ち
「
適
正
な
時
価
」
を
課
税
標
準

と
し
て
課
税
さ
れ
る
も
の
で
す
。
で
す

か
ら
、
本
来
で
あ
れ
ば
毎
年
評
価
替
え

を
行
い
、
こ
れ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
「
適

正
な
時
価
」
を
も
と
に
課
税
を
行
う
こ

と
が
、
納
税
者
間
に
お
け
る
税
負
担
の

公
平
に
資
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

膨
大
な
広
さ
の
土
地
、
家
屋
に
つ
い
て

毎
年
度
評
価
を
見
直
す
こ
と
は
、
実
務

的
に
は
事
実
上
不
可
能
で
あ
る
こ
と

や
、
課
税
事
務
の
簡
素
化
を
図
り
、
徴

税
コ
ス
ト
を
最
小
に
抑
え
る
必
要
も
あ

る
こ
と
等
か
ら
、
土
地
と
家
屋
に
つ
い

て
は
、
原
則
と
し
て
3
年
間
評
価
額
を

据
え
置
く
制
度
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
意
味
か
ら
、
評
価
替
え
は
、
こ

の
間
に
お
け
る
資
産
価
格
の
変
動
に
対

応
し
、
評
価
額
を
適
正
な
均
衡
の
取
れ

た
価
格
に
見
直
す
作
業
で
あ
る
と
い
え

ま
す
。

平
成
18
年
度

税
制
改
正
に
つ
い
て
…

土
　
地

地
域
や
土
地
に
よ
っ
て
評
価
額
に
対

す
る
税
負
担
に
格
差
が
あ
る
の
は
、
税

負
担
の
公
平
の
観
点
か
ら
問
題
が
あ
り

ま
す
。
平
成
9
年
度
以
降
、
負
担
水
準

（
評
価
額
に
対
す
る
前
年
度
課
税
標
準

額
の
割
合
）
の
均
衡
化
を
重
視
す
る
こ

と
を
基
本
的
な
考
え
方
と
し
た
調
整
措

置
が
、
本
年
度
ま
で
継
続
し
て
講
じ
ら

れ
て
き
ま
し
た
が
、
依
然
と
し
て
負
担

水
準
の
ば
ら
つ
き
が
残
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
平
成
18
年
度
か
ら
平
成
20

年
度
に
か
け
て
も
土
地
の
均
衡
化
を
一

層
推
進
し
、
ま
た
、
納
税
者
に
分
か
り

や
す
い
簡
素
な
制
度
に
す
る
た
め
、
次

の
よ
う
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
ま
す
。

■
商
業
地
等
の
土
地

原
則
は
、

今
年
度
の
課
税
標
準
額
＝
今
年
度
の

評
価
額
×
70
％
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、前
年
度
の
課
税
標
準
額
が
、

今
年
度
の
評
価
額
の
70
％
を
下
回
る
と

き
は
、
次
の
と
お
り
負
担
の
調
整
を
行

い
ま
す
。

①
前
年
度
の
課
税
標
準
額
が
今
年
度
の

評
価
額
の
60
〜
70
％
の
場
合

→

前
年
度
の
課
税
標
準
額
を
据
え

置
き
ま
す
。

②
前
年
度
の
課
税
標
準
額
が
今
年
度
の

評
価
額
の
60
％
未
満

の
場
合

→

価
格
の
60
％
に
達

す
る
ま
で
、
評
価

額
の
5
％
相
当
額

ず
つ
課
税
標
準
額

を
引
き
上
げ
ま

す
。

※
右
記
に
よ
り
計
算
し

た
課
税
標
準
額
が
、

今
年
度
の
評
価
額
の

60
％
を
上
回
る
場
合

は
、
評
価
額
の
60
％

と
し
ま
す
。
今
年
度

の
評
価
額
の
20
％
を

下
回
る
場
合
は
、
評

価
額
の
20
％
と
し
ま

す
。

■
住
宅
用
の
土
地

①
前
年
度
の
課
税
標
準
額
が
、
今
年
度

の
評
価
額
×
住
宅
用
地
特
例
率

（
1
／
6
ま
た
は
1
／
3
）
の
80
％

以
上
の
住
宅
用
地
は
、

→

前
年
度
の
課
税
標
準
額
を
据
え
置

き
ま
す
。

②
前
年
度
の
課
税
標
準
額
が
、
今
年
度

の
評
価
額
×
住
宅
用
地
特
例
率

（
1
／
6
ま
た
は
1
／
3
）
の
80
％

を
下
回
る
場
合

→

評
価
額
の
80
％
に
達
す
る
ま
で
、

前
年
度
の
課
税
標
準
額
を
、
今
年

度
の
評
価
額
に
住
宅
用
地
特
例
率

（
1
／
6
ま
た
は
1
／
3
）
を
乗

じ
て
得
た
額
の
5
％
相
当
額
ず
つ

税

評
価
替
え
と
平
成
18
年
度
の

固
定
資
産
税
税
制
改
正
に
つ
い
て

［商業地等の宅地の税負担調整］

［小規模住宅用地の税負担調整］
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2
月
9
日
、
中
央
公
民
館
2
階
大
ホ

ー
ル
に
て
、
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
の

研
修
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

空
気
で
膨
ら
ま
せ
た
エ
ア
ー
ソ
フ
ト

剣
を
使
っ
て
の
チ
ャ
ン
バ
ラ
で
す
。
大

人
の
方
々
は
、
子
ど
も
の
こ
ろ
、
神
社

や
野
山
を
駆
け
回
り
、
棒
き
れ
を
振
り

回
し
飛
び
回
っ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出

し
な
が
ら
の
研
修
だ
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

チ
ャ
ン
バ
ラ
と
は
い
え
一
つ
ひ
と
つ

の
動
き
を
し
て
い
く
う
ち
に
息
は
切

れ
、
汗
も
噴
き
出
て
き
ま
す
。
し
か
し
、

や
っ
て
い
く
内
に
ど
ん
ど
ん
引
き
込
ま

れ
て
い
き
、
剣
を
も
つ
手
に
も
力
が
入

り
皆
さ
ん
の
表
情
も
真
剣
そ
の
も
の
。

最
後
は
、
個
人
や
団
体
で
試
合
を
し

て
終
わ
り
ま
し
た
。
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
こ
と

間
違
い
な
し
で
す
。興
味
の
あ
る
方
は
、

地
域
子
ど
も
教
室
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
ぜ
ひ
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。
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各
小
学
校
ス
キ
ー
教
室

未
来
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
誕
生
!?

小
学
5
・
6
年
生
の
ス
キ
ー
教
室

が
、
多
賀
、
大
滝
の
各
小
学
校
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

多
賀
小
学
校
は
、
1
月
25
日
に
マ
キ

ノ
ス
キ
ー
場
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
天

候
に
も
恵
ま
れ
、
参
加
者
全
員
が
ケ
ガ

な
く
元
気
に
実
習
で
き
、
サ
ポ
ー
タ
ー
5

人
の
方
々
の
指
導
に
よ
り
、
き
め
細
か
な

対
応
を
し
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
、
技

能
的
に
も
上
達
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

大
滝
小
学
校
は
、
1
月
27
日
に
奥
伊

吹
ス
キ
ー
場
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
当

日
は
、
少
し
し
ぐ
れ
た
も
の
の
、
ま
ず

ま
ず
の
天
気
で
し
た
。
積
雪
は
3
メ
ー

ト
ル
近
く
も
あ
り
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
指
導
者
6
人
の
方
々
の
指
導
の

も
と
、
各
班
に
分
か
れ
て
実
習
に
入
り

ま
し
た
。児
童
の
中
に
は
、初
心
者
の
児

童
も
い
ま
し
た
が
、

ど
の
班
も
、
1
時
間

程
度
の
基
本
練
習
を

終
え
た
こ
ろ
に
は
、

リ
フ
ト
を
使
っ
て
滑

れ
る
ほ
ど
に
上
達
し

ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
に
と

っ
て
は
、
と
て
も
楽

し
い
1
日
と
な
り
ま

し
た
。

「
み
ん
な
で
あ
っ
た
か
お
正
月
」

―
子
育
て
中
の
　
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
の
中
で
―

第
20
回
多
賀
区
文
化
祭
開
催

笑
い
で
寒
さ
も
吹
き
飛
ば
す
！

童
心
に
帰
っ
て
真
剣
勝
負
!?

ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
研
修
会

1
月
28
日
、
第
3
回
子
ど
も
サ
ロ
ン

を
ふ
れ
あ
い
の
郷
で
開
催
し
、
小
学
校

3
年
生
ま
で
の
子
ど
も
た
ち
と
保
護
者

の
方
々
約
40
人
が
、
和
気
あ
い
あ
い
と

楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。

お
母
さ
ん
お
父
さ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

と
一
緒
に
丸
紙
に
絵
を
書
い
て
つ
く
っ

た
コ
マ
は
、
き
れ
い
な
模
様
を
描
き
な

が
ら
く
る
く
る
と
よ
く
回
り
、
ど
の
子

も
満
足
そ
う
で
し
た
。
年
齢
ご
と
に
分

か
れ
て
カ
ル
タ
や
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
し

た
り
、
お
と
な
対
子
ど
も
で
大
型
オ
セ

ロ
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
し
て
、
年
齢
を
越

2
月
12
日
、
多
賀
福
祉
会
館
に
お
い

て
、多
賀
区
文
化
祭
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
で
第
20
回
と
な
る
多
賀
区
文
化

祭
は
、
11
月
に
行
わ
れ
る
運
動
会
に
次

ぐ
、
区
の
大
き
な
行
事
で
す
。
文
化
委

員
さ
ん
を
中
心
に
準
備
が
行
わ
れ
、
こ

の
日
を
迎
え
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
2
0
0
人
を
超
え
る
方

が
集
ま
り
、
ブ
レ
イ
ク
ダ
ン
ス
を
皮
切

り
に
文
化
祭
は
ス
タ
ー
ト
し
、
1
階
で

は
バ
ザ
ー
、
2
階
で
は
写
真
や
書
な
ど

の
作
品
展
示
と
、
大
広
間
で
は
さ
ま
ざ

ま
な
発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

発
表
会
で
は
、
新
舞
踊
、
詩
吟
、
銭

太
鼓
、
ギ
タ
ー
演
奏
の
ほ
か
、
落
語
家

を
招
い
て
の
落
語
と
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、

カ
ラ
オ
ケ
大
会
が
行
わ
れ
、
会
場
は
た

く
さ
ん
の
笑
い
に
あ
ふ
れ
、
楽
し
い
ひ

と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
後
に
は
、
大
抽
選

会
も
行
わ
れ
、
文
化
祭
は
盛
会
の
う
ち

に
終
了
し
ま
し
た
。

え
て
の
遊
び
が
に
ぎ
や
か
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
お
や
つ
に
ぜ
ん
ざ
い
を
食

べ
て
お
な
か
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
あ
と

も
、
コ
マ
や
け
ん
玉
な
ど
の
お
正
月
あ

そ
び
を
楽
し
み
「
も
っ
と
遊
び
た
い
。」

「
帰
り
た
く
な
い
よ
。」
と
い
う
声
が
聞

か
れ
た
り
し
、
保
護
者
の
方
同
士
の
会

話
も
弾
ん
で
い
た
よ
う
で
す
。

今
年
3
回
お
こ
な
っ
た
サ
ロ
ン
で
す

が
、
皆
さ
ん
の
声
を
聞
か
せ
て
い
た
だ

き
、
ま
た
次
年
度
も
開
催
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題

多賀小学校
大滝小学校子どもサロン

地域子ども
教　　　室

多　賀　区
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仕事を頼みたい事業主さんや、ご家庭の方々へ

シルバー人材センターは、
こんな仕事を引き受けます！
■ 屋内外の一般作業
樹木の剪定
除草・草刈り
樹木の消毒
公園・庭・墓地の清掃

■ サービス分野
福祉・家事援助サービス
掃除・洗濯
食事の支度など

■ 専門技術分野
パソコン
経理事務

■ 管理分野
駐車場管理
建物・施設管理

■ 技能を必要とする分野
ふすま・障子・網戸張り
大工仕事
ペンキ塗り
修繕など

■ 事務分野
毛筆筆耕・賞状書き
宛名書き
受付事務

■ 折衝・外交分野
広報・パンフレット配布
メーター検針
アンケート調査

■ その他
お年寄りの話し相手
子守り・留守番など

①まず、お電話ください。センターの職員が仕事
の内容、条件等を伺います。

②依頼された仕事は、センターが責任を持ってお
受けいたします。

会員の希望と仕事の内容、条件が一致したとき、会
員がその仕事に従事します。

③仕事が完了した時点で会員が「就業報告書」を
センターに提出します。就業報告書に記載され

た就業時間等を会員とともに確認してください。

④請求書はセンターから発行します。就業報告書
によりセンターが請求額を計算します。

⑤支払い方法は、金融機関からセンターに振り込
んでいただくか、センターへお越しいただきま

す。連絡いただければ、センターより集金にお伺いし
ます。

⑥高齢者の就業ですので、危険・有害な作業を内
容とする仕事、損害賠償が多額となることが見

込まれる仕事はお引き受けいたしません。

（社）多賀町シルバー人材センター
有線　2－8080 電話　48－8128

仕事の依頼はカンタンです！

シルバー人材センター
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近
年
、
子
ど
も
を
巻
き
込
ん
だ
事
件
が
多
発
し
、
地
域
で
子
ど
も
を
守
る
こ
と
の

重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。
多
賀
町
に
お
き
ま
し
て
も
地
域
教
育
協
議
会
で

こ
の
こ
と
が
話
題
に
上
が
り
、
昨
年
度
の
1
月
に
研
修
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

今
年
も
昨
年
の
課
題
を
見
直
し
、
さ
ら
に
具
体
的
な
動
き
を
進
め
て
い
こ
う
と
1

月
28
日
、
多
賀
町
中
央
公
民
館
に
て
、
2
回
目
の
「
子
ど
も
の
安
全
を
守
る
環
境
づ

く
り
研
修
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
各
字
分
館
、
子
ど
も
会
、

老
人
会
、
民
生
児
童
委
員
、
青
少
年
育

成
町
民
会
議
、
学
校
・
園
・
所
、
子
ど

も
1
1
0
番
の
家
、
駐
在
所
、
少
年
補

導
員
、
子
ど
も
安
全
リ
ー
ダ
ー
、
行
政

関
係
者
と
い
う
、
子
ど
も
に
関
わ
っ
て

活
動
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
多
方
面
の

方
々
で
、
83
名
が
集
ま
り
9
つ
の
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
て
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

ま
ず
、
彦
根
警
察
署
生
活
安
全
課
長

の
小
川
栄
治
さ
ん
に
、
子
ど
も
を
取
り

巻
く
環
境
の
現
状
を
説
明
し
て
い
た
だ

い
た
あ
と
、
町
内
の
学
校
で
の
取
り
組

み
が
教
育
委
員
会
か
ら
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
「
子
ど

も
の
安
全
を
守
る
た
め
に
具
体
的
に
今

自
分
が
で
き
る
こ
と
」
に
つ
い
て
熱
心

な
話
し
合
い
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
具
体
的
な
啓
発
物
と
し
て
「
看

板
の
デ
ザ
イ
ン
づ
く
り
」
の
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。
各
グ
ル
ー
プ

そ
れ
ぞ
れ
に
皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を

生
か
し
た
す
ば
ら
し
い
作
品
が
で
き
あ

が
り
ま
し
た
。
今
後
、
各
団
体
で
の
活

動
が
さ
ら
に
広
が
っ
て
い
く
と
と
も

に
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

子どもの安全を守る環境づくり研修会

「地域の子どもは地域で守る」
―子どもの安全を守る環境づくり研修会―

生
涯
学
習
講
座

「
大
人
の
科
学
」

生
涯
学
習
の
一
つ
と
し
て
「
科

学
の
不
思
議
さ
・
お
も
し
ろ
さ
を

実
験
や
工
作
を
通
じ
て
体
験
す

る
」
こ
と
を
目
的
に
『
大
人
の
科

学
』
の
講
座
を
実
施
い
た
し
ま
し

た
。
3
回
の
講
座
で
は
、
科
学
史

の
話
や
科
学
マ
ジ
ッ
ク
、「
ヘ
ロ

ン
の
噴
水
」「
ア
ル
ミ
缶
と
炭
の

電
池
」「
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
の

電
球
」
な
ど
身
近
な
物
を
使
っ
て

の
手
づ
く
り
実
験
と
盛
り
だ
く
さ

ん
の
内
容
で
し
た
。

▲土台作りから
「作る喜びを味わいました。いい思い出になりました。
不思議な実験は、孫にも見せてあげたいです。」

▲科学マジック
「あらあら不
思議、牛乳瓶
の中にゆで卵
が…」

▼シャープペンシル
の電球が完成しまし
た。幻想的な光がと
てもきれいです。



15 広報 たが 3月号

文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
15
年

10
月
か
ら
芹
谷
ダ
ム
建
設
工
事
に
伴

い
、
上
水
谷
、
下
水
谷
に
お
け
る
字
の

行
事
を
中
心
に
、
人
々
の
く
ら
し
を
調

査
し
て
い
ま
す
。

調
査
は
平
成
18
年
度
を
も
っ
て
終
了

す
る
予
定
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
調
査
に

よ
っ
て
た
く
さ
ん
の
資
料
が
集
め
ら
れ

ま
し
た
が
、
そ
の
中
か
ら
今
回
は
古
文

書
調
査
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

字
水
谷
に
伝
承
す
る
文
書
群
は
浄
願

寺
文
書
（
上
水
谷
の
お
寺
に
あ
る
も

の
）、
上
水
谷
共
有
文
書
、
下
水
谷
共

有
文
書
の
3
種
類
で
す
。
浄
願
寺
文
書

は
、
江
戸
時
代
に
書
か
れ
た
文
書
で
あ

り
、多
賀
町
史
編
纂

へ
ん
さ
ん

事
業
で
集
め
ら
れ
、

多
賀
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館
で
預
か
っ

て
い
た
も
の
で
す
。
残
り
の
2
つ
は
そ

れ
ぞ
れ
の
字
の
区
長
さ
ん
が
持
ち
ま
わ

り
を
し
て
い
た
明
治
時
代
か
ら
昭
和
時

代
の
公
文
書
で
字
水
谷
の
よ
う
す
を
物

語
る
重
要
な
資
料
で
す
。
そ
の
た
め
、

た
だ
い
ま
詳
細
な
調
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。

昔
の
写
真
を
集
め
て
い
ま
す

文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
は
、
近
代
の
多

賀
の
歴
史
を
残
す
資
料
と
し
て
「
昔
の

写
真
」
を
集
め
て
い
ま
す
。

写
真
は
明
治
時
代
か
ら
昭
和
に
か
け

て
の
生
活
や
文
化
、
人
物
な
ど
ど
の
よ

う
な
も
の
で
も
結
構
で
す
。
皆
さ
ま
か

ら
の
情
報
を
お
願
い
し
ま
す
。
ご
提
供

い
た
だ
け
る
写
真
や
フ
ィ
ル
ム
は
デ
ジ

タ
ル
デ
ー
タ
化
し
て
お
返
し
し
ま
す
。

ま
た
、
デ
ー
タ
化
し
た
写
真
は
文
化
財

資
料
と
し
て
保
存
し
、
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
文
化
財
セ
ン
タ

ー
へ
お
願
い
し
ま
す
。

な
し
の
世
界
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時
■
3
月
4
日
（土）
、
11
日
（土）
、
18
日

（土）
、
25
日
（土）

15
時
〜

場
所
■
お
は
な
し
の
へ
や

3
月
の
休
館
日

6
、
7
、
13
、
14
、
20
、
22
、
27
、

28
、
30
日

※
21
日
（火）
は
祝
日
開
館

22
日
（水）
は
振
り
替
え
休
館

30
日
（木）
は
月
末
整
理
休
館

人
形
劇

「
六
さ
ん
の
パ
ペ
ッ
ト
劇
場
」
を

開
催
し
ま
し
た
！

2
月
11
日
、
六
さ
ん
の
楽
し
い
人
形

劇
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
歌

の
お
姉
さ
ん
も
来
て
く
れ
ま
し
た
。
み

ん
な
で
い
っ
し
ょ
に
歌
も
歌
い
ま
し
た
。

お
問
い
合
わ
せ

多
賀
町
立
図
書
館

㈲
2
‐
1
1
4
2

（電）
4
8
‐
1
1
4
2

メ
ー
ル
　to

s
h
o
@
ta
g
a
to
w
n
.jp

文化財
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今
年
の
1
月
に
多
賀
町
内
の
た
め
池

や
ダ
ム
湖
な
ど
に
生
息
し
て
い
る
水
鳥

（
特
に
カ
モ
類
）
の
種
類
と
個
体
数
の

調
査
を
行
な
い
ま
し
た
。調
査
の
結
果
、

合
計
11
種
5
9
0
羽
の
水
鳥
が
確
認
さ

れ
た
の
で
す
が
、
そ
の
際
に
、
オ
ス
の

羽
が
美
し
い
オ
シ
ド
リ
を
い
く
つ
か
の

池
で
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

オ
シ
ド
リ
は
、
多
賀
町
内
に
1
年
中

定
住
し
て
い
る
留
鳥

り
ゅ
う
ち
ょ
う

で
、
周
囲
に
木
が

生
い
茂
っ
て
い
る
湖
沼
や
池
、
川
な
ど

で
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
主
と

し
て
植
物
食
で
あ
り
、
特
に
ド
ン
グ
リ

類
を
好
ん
で
食
べ
ま
す
が
、
こ
の
ほ
か

水
生
植
物
や
魚
な
ど
も
食
べ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

繁
殖
期
に
は
、
水
辺
の
近
く
に
あ
る

森
に
移
動
し
、
木
の
う
ろ
（
樹
洞
）
の

中
や
地
上
の
く
ぼ
み
で
繁
殖
を
行
な
い

ま
す
。水
鳥
が
ド
ン
グ
リ
を
食
べ
た
り
、

う
ろ
の
中
で
子
育
て
を
す
る
と
い
う
の

も
何
だ
か
不
思
議
な
感
じ
が
し
ま
す

が
、
ほ
か
の
水
鳥
と
違
っ
て
、
そ
れ
だ

け
山
地
で
の
生
活
に
適
応
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
方
か
ら
話
を
聞
く
と
、

町
内
の
オ
シ
ド
リ
は
近
年
減
少
傾
向
に

あ
る
そ
う
で
す
。
今
後
、
こ
の
オ
シ
ド

リ
を
保
全
し
て
い
く
た
め
に
は
、
そ
の

生
活
史
を
ふ
ま
え
て
、
水
辺
だ
け
を
守

っ
て
い
く
の
で
は
な
く
、
繁
殖
が
で
き

る
た
め
の
大
き
な
う
ろ
の
あ
る
木
や
、

ド
ン
グ
リ
の
な
る
木
が
豊
富
に
あ
る
森

な
ど
に
も
目
を
向
け
て
、
保
全
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。金

尾
滋
史

（
多
賀
の
自
然
と
文
化
の
館
学
芸
員
）

s
写
真
提
供
　
植
村
明
也
さ
ん

企
画
展

日く

さ

下か

部べ

鳴め

い

鶴か

く

展
　
開
催
中

日
本
近
代
を
代
表
す
る
書
家
、
日
下

部
鳴
鶴
の
紹
介
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
ま
た
、
博
物

館
講
座
「
日
下
部
鳴
鶴
と
書
」
受
講
者

が
製
作
さ
れ
た
作
品
展
も
開
催
し
ま

す
。

日
時
■
3
月
26
日
（日）
ま
で

場
所
■
ギ
ャ
ラ
リ
ー

講
演
会

書
の
内
側
に
あ
る
も
の

私
た
ち
が
忘
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
、

忘
れ
て
は
い
け
な
い
こ
と
。
伝
統
や
文

化
の
中
に
あ
る
私
た
ち
の
大
切
な
も
の

に
つ
い
て
の
お
話
で
す
。
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
■
3
月
19
日
（日）

10
時
〜
12
時

場
所
■
文
化
財
セ
ン
タ
ー
　
研
修
室

講
師
■
小
林
　
巧
先
生

（
彦
根
日
下
部
鳴
鶴
顕
彰
会
会
長
）

※
参
加
無
料
で
、
事
前
の
お
申
し

込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

お
問
い
合
わ
せ

多
賀
町
立
博
物
館
・

多
賀
の
自
然
と
文
化
の
館

㈲
2
‐
2
0
7
7

（電）
4
8
‐
2
0
7
7

（Ｆ）
4
8
‐
8
0
5
5

メ
ー
ル
　m

u
s
e
u
m
@
ta
g
a
to
w
n
.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.tag

atow
n.jp/̃tag

a-m
us/

図
書
館
だ
よ
り

市
居
み
か
絵
本
原
画
展

滋
賀
県
在
住
の
絵
本
作
家
、
市
居
み

か
さ
ん
の
原
画
展
で
す
。

会
期
■
開
催
中
〜
3
月
21
日
（火）

場
所
■
図
書
館
　
対
面
朗
読
室

市
居
み
か
お
は
な
し
会

ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
と
、

絵
本
づ
く
り
の
講
演
で
す
。

日
時
■
3
月
19
日
（日）

14
時
〜

場
所
■
2
階
大
会
議
室

申
し
込
み
制
・
現
在
受
付
中

ふ
れ
あ
い
折
紙
教
室

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
一
緒
に
楽
し

め
る
折
り
紙
教
室
で
す
。

日
時
■
3
月
26
日
（日）

14
時
〜

場
所
■
2
階
大
会
議
室

対
象
■
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
30
人

（
小
学
校
2
年
生
以
下
は
保
護
者

と
い
っ
し
ょ
に
参
加
の
こ
と
）

持
ち
も
の
■
ハ
サ
ミ

申
し
込
み
制
■
3
月
4
日
（土）

10
時
〜

受
付
開
始
（
先
着
順
）

お
は
な
し
の
じ
か
ん

絵
本
や
紙
芝
居
を
読
み
ま
す
。
お
は

博物館・図書館

移動図書館さんさん号
Aコース■3月3日（金）、17日（金）（藤瀬・川相・大滝小学校・大杉・萱原保育所・富之尾保育園）
Bコース■3月14日（火）（大君ヶ畑・多賀清流の里・多賀小学校・多賀幼稚園・猿木・多賀ささゆり保育園）

3月28日（火）（大君ヶ畑・多賀清流の里・多賀小学校・
犬上ハートフルセンター・猿木・多賀ささゆり保育園）

多
賀
の
ゆ
か
い
な
生
き
物
図
鑑
⑨

山
で
暮
ら
す
美
し
い
水
鳥

オ
シ
ド
リ

おもしろ考古学クイズ

答えがわかったら、FAXで解答を送
ってください。
正解者には、抽選でオリジナルグッ
ズを差し上げます。

問題
『土偶（どぐう）が日本で出土してい
る数は何体でしょうか？』

次の3つの中から選んでください。

①　約150体

②　約1500体

③　約15000体

土偶とは、縄文時代のもので、ほとん
どのものが破損して出土します。実は、
今のところ、何のために何に使われたか
は、不明です。有力な説としては、祭祀
で使われ故意に壊されたものが多いとい
うことと、人体のある部分だけを大きく
表したものが多く、特に女性の生殖機能
を強調していることから、「豊穣」や「多
産」を祈る意味があったのではないかと
言われています。

先月の答え…『日本ではじめて学術的な発

掘調査をした人物はだれでしょうか？』と

いう問題で、答えは　③エドワード・シルベ

スタ・モース　でした。

あて先（ＦＡＸのみ受付）

「おもしろ考古学係」あて
解答と住所・名前をお書きください。
有線FAX 2‐0348
F A X 48‐8055

水
谷
地
区
生
活
文
化
史
調
査
に
つ
い
て

▲昔の多賀駅のようす

▲水谷古文書
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「
貸
し
ま
す
詐
欺
」
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

最
近
、
大
手
金
融
機
関
な
ど
を
装
っ

て
、「
お
金
を
貸
し
ま
す
」
と
い
っ
た

内
容
の
D
M
（
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
）

や
携
帯
メ
ー
ル
等
を
送
り
つ
け
て
、
保

証
金
や
保
険
金
名
目
で
お
金
を
騙だ

ま

し
取

る
新
手
の
手
口
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
詐
欺
行
為
を
「
貸
し
ま

す
詐
欺
」
と
い
い
ま
す
。
被
害
に
あ
わ

な
い
よ
う
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

騙
さ
れ
な
い
た
め
の
心
構
え
3
カ
条

第
1
の
ポ
イ
ン
ト

取
引
関
係
の
な
い
と
こ
ろ
か
ら
突
然
送

ら
れ
て
く
る
「
お
金
貨
し
ま
す
」
と
の
ダ
イ

レ
ク
ト
メ
ー
ル
（
D
M
）・
携
帯
メ
ー
ル
等

に
注
意
。（
低
金
利
で
、
し
か
も
高
額
を
貸

し
付
け
る
か
の
よ
う
な
広
告
に
注
意
）

第
2
の
ポ
イ
ン
ト

融
資
を
す
る
前
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
口
実

で
お
金
を
振
り
込
ま
そ
う
と
す
る
手
口
に

注
意
。（
保
証
料
、
保
険
料
な
ど
の
名
目

で
必
ず
お
金
を
要
求
し
て
き
ま
す
）

第
3
の
ポ
イ
ン
ト

「
貸
し
ま
す
詐
欺
」
か
も
し
れ
な
い
と

感
じ
た
ら
、
送
金
の
前
に
以
下
に
お
問
い

合
わ
せ
を
。

「
あ
れ
っ
」と
思
っ
た
ら

「
貸
し
ま
す
詐
欺
」
被
害
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

0
3
‐
5
3
2
0
‐
4
7
7
5

（
東
京
都
貸
金
業
対
策
課
）

平
日
　
9
時
〜
12
時
、
13
時
〜
16
時
30
分

※
夜
間
・
休
日
は
、
留
守
番
電
話
の
「
受

付
ダ
イ
ヤ
ル
」
に
な
り
ま
す
。

都
市
計
画
説
明
会
・
公
聴
会

―
「
区
域
区
分
」
お
よ
び
「
都
市
計
画
区

域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
変
更
―

彦
根
長
浜
都
市
計
画
区
域
は
、
昭
和

46
年
に
線
引
き
制
度
が
導
入
さ
れ
、
昭

和
55
年
、
平
成
元
年
、
平
成
8
年
、
お

よ
び
平
成
16
年
に
そ
の
一
部
を
変
更
し
、

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
平
成

17
年
6
月
に
、
米
原
市
の
「
滋
賀
統
合
物

流
セ
ン
タ
ー
（
S
I
L
C
）
特
区
計
画
」

が
、「
滋
賀
県
経
済
振
興
特
別
区
域
計
画
」

に
認
定
さ
れ
、
ま
た
、
事
業
が
具
体
化
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
地
区
に
限
定
し

て
区
域
区
分
の
変
更
を
行
う
も
の
で
す
。

日
時
■
3
月
21
日
（火）

10
時
30
分
〜

場
所
■
米
原
市
米
原
公
民
館
（
米
原
市

下
多
良
三
丁
目
3
番
地
）

公
述
申
し
出
の
受
付
期
間
■

3
月
1
日
（水）
〜
14
日
（火）

お
問
い
合
わ
せ

滋
賀
県
土
木
交
通
部
都
市
計
画
課

（電）
（
0
7
7
）
5
2
8
‐
4
1
8
2

（Ｆ）
（
0
7
7
）
5
2
8
‐
4
9
0
6

メ
ー
ル
　h

a
0
6
@
p
re
f.s
h
ig
a
.lg
.jp

平
成
１８
年
度

第
１
回
滋
賀
県
警
察
官
採
用
試
験

滋
賀
県
警
察
本
部
で
は
、
4
月
1
日

（土）
か
ら
警
察
官
を
募
集
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

滋
賀
県
警
察

7

0
1
2
0
‐
2
0
4
‐
3
1
4

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.p
re
f.s
h
ig
a
.jp
/p
o
lic
e
/

預
金
保
険
制
度

ペ
イ
オ
フ
本
格
実
施

平
成
17
年
4
月
以
降
、
当
座
預
金
や

利
息
の
つ
か
な
い
普
通
預
金
は
「
決
済

用
」
と
し
て
全
額
保
護
さ
れ
、
定
期
預

金
や
利
息
の
つ
く
普
通
預
金
な
ど
は
、

1
金
融
機
関
に
つ
き
、
預
金
者
一
人
当

た
り
、
元
本
1
千
万
円
ま
で
と
そ
の
利

息
が
保
護
さ
れ
ま
す
。

具
体
的
に
ど
の
預
金
が
「
決
済
用
預

金
」
に
該
当
す
る
か
等
の
詳
細
は
金
融

機
関
の
窓
口
等
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

近
畿
財
務
局

大
津
財
務
事
務
所
　
理
財
課

（電）
0
7
7
‐
5
2
2
‐
4
3
6
2

障
害
児
の
学
童
保
育

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

障
害
を
も
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の

放
課
後
や
休
日
は
、
家
に
閉
じ
こ
も
り

が
ち
で
す
。
そ
こ
で
、「
障
害
を
も
っ

た
子
ど
も
た
ち
に
地
域
で
楽
し
い
時
間

を
つ
く
り
た
い
」
と
、
障
害
を
も
つ
子

ど
も
た
ち
の
学
童
保
育
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

一
人
で
も
多
く
の
方
の
協
力
を
得
る

た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
何
ら
か
の
形
で
学
童
保

育
に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
力
を
ぜ
ひ
お

貸
し
く
だ
さ
い
。

活
動
日
■
水
曜
お
よ
び
土
曜

☆
水
曜

場
所
■
甲
良
養
護
学
校

時
間
■
14
時
〜
17
時

☆
土
曜

場
所
■
あ
す
な
ろ
療
育
セ
ン
タ
ー

時
間
■
13
時
〜
17
時

お
問
い
合
わ
せ

学
童
保
育
b
u
b
u
（
代
表
　
小
林
）

（電）
（
0
9
0
）
7
4
8
2-

1
3
8
9

おしらせ

16広報 たが 3月号

戦
没
者
等
の
妻
お
よ
び

父
母
等
に
対
す
る

特
別
給
付
金
の
お
し
ら
せ
で
す
。

戦
没
者
等
の
妻
お
よ
び
父
母
等
に
対

す
る
特
別
給
付
金
（
22
回
い
号
・
21
回

い
号
）
の
請
求
期
限
が
平
成
18
年
3
月

31
日
に
迫
っ
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
方

①
平
成
15
年
10
月
31
日
に
最
終
償
還
を

迎
え
た
戦
没
者
等
の
妻
に
対
す
る
特

別
給
付
金
（
17
回
い
号
）
を
受
け
、

平
成
15
年
4
月
1
日
時
点
で
公
務
扶

助
料
等
の
年
金
受
給
権
の
あ
る
方

②
平
成
14
年
9
月
14
日
に
最
終
償
還
を

迎
え
た
戦
没
者
の
父
母
等
に
対
す
る

特
別
給
付
金
（
19
回
い
号
）
を
受
け
、

平
成
15
年
4
月
1
日
時
点
で
公
務
扶

助
料
等
の
年
金
受
給
権
が
あ
り
、
平

成
15
年
3
月
31
日
ま
で
の
間
に
氏
を

同
じ
く
す
る
子
も
孫
も
有
す
る
に
至

ら
な
か
っ
た
方

支
給
内
容

①
額
面
2
0
0
万
円
、

10
年
償
還
の
国
債

②
額
面
1
0
0
万
円
、

5
年
償
還
の
国
債

請
求
場
所

役
場
福
祉
保
健
課

請
求
期
限

平
成
18
年
3
月
31
日

お
問
い
合
わ
せ

役
場
福
祉
保
健
課

㈲
2
‐
2
0
2
1

（電）
4
8
‐
8
1
1
5

メ
ー
ル
　fu

ku
s
h
i@
ta
g
a
to
w
n
.jp

行
楽
期
に
お
け
る

火
災
の
被
害
防
止

春
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
の
到
来
と
と
も

に
、
山
や
河
川
に
出
か
け
る
機
会
が
多

く
な
る
な
ど
、
屋
外
で
の
活
動
が
増
え

て
き
ま
す
。

こ
の
時
季
は
、
降
水
量
が
比
較
的
少

な
く
、
空
気
が
乾
燥
し
、
強
い
風
が
吹

く
な
ど
、
林
野
火

災
が
発
生
し
や
す

い
気
候
条
件
と
な

る
こ
と
が
多
く
、

火
災
発
生
の
増
加

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

こ
の
林
野
火
災
は
、
た
き
火
に
よ
る

火
の
粉
の
飛
び
火
、
た
ば
こ
の
投
げ
捨

て
、
マ
ッ
チ
・
ラ
イ
タ
ー
で
の
火
遊
び

な
ど
に
よ
り
火
災
に
至
っ
て
い
る
も
の

と
考
え
ら
れ
、
こ
の
よ
う
な
火
災
を
防

ぐ
た
め
に
は
、
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
む
皆

さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
次
の
こ
と
に
注
意

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

〇
た
ば
こ
を
吸
う
時
は
、
携
帯
用

灰
皿
を
携
行
し
、
投
げ
捨
て
は

絶
対
に
し
な
い
こ
と
。

〇
紙
く
ず
な
ど
の
ゴ
ミ
は
火
災
発

生
の
原
因
と
な
る
た
め
、
各
自

の
ゴ
ミ
は
き
ち
ん
と
持
ち
帰
る

こ
と
。

○
枯
草
な
ど
が
あ
る
火
災
が
起
こ

り
や
す
い
場
所
で
は
、
絶
対
に

た
き
火
は
し
な
い
こ
と
。

以
上
の
こ
と
を
守
り
、
楽
し
い
行
楽

シ
ー
ズ
ン
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

天
ぷ
ら
油
に
よ
る
火
災
の

防
止火

災
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
か

ら
起
こ
り
ま
す
。

家
の
中
に
潜
在
す
る
火
災
危
険
を
取

り
除
き
、
安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り

に
努
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
今
一

度
、
住
宅
防
火
「
コ
ン
ロ
か
ら
の
天
ぷ

ら
油
に
よ
る
火
災
」
を
考
え
な
お
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

コ
ン
ロ
に
よ
る
火
災
の
中
で
も
、
て
ん

ぷ
ら
油
に
よ
る
火
災
は
、
そ
の
危
険
性

が
広
く
知
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
建
物
火
災
に
お
け
る
出
火
原
因
で

高
い
割
合
を
占
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

適
切
で
な
い
消
火
手
段
を
と
っ
た
た
め

に
逆
に
被
害
を
拡
大
さ
せ
た
り
、
危
険

を
と
も
な
う
消
火
手
段
を
と
っ
た
り
す

る
た
め
に
、
消
火
作
業
時
に
負
傷
す
る

と
い
っ
た
事
故
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

天
ぷ
ら
油
火
災
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

〇
天
ぷ
ら
油
を
火
に
か
け
て
い
る

と
き
は
電
話
や
来
客
な
ど
の
用

件
で
そ
の
場
を
離
れ
な
い
こ

と
。

〇
コ
ン
ロ
の
そ
ば
を
離
れ
る
時

は
、
必
ず
火
を
消
す
こ
と
。

〇
コ
ン
ロ
を
使
用
す
る
時
に
袖そ

で

の

長
い
衣
類
な
ど
で
は
炎
が
燃
え

移
る
こ
と
が
あ
る
の
で
注
意
す

る
こ
と
。

〇
コ
ン
ロ
が
壁
に
近
づ
き
す
ぎ
て

い
る
と
壁
が
蓄
熱
し
て
燃
え
出

す
こ
と
が
あ
る
の
で
注
意
す
る

こ
と
。

〇
コ
ン
ロ
の
ま
わ
り
は
い
つ
も
整

理
整
頓と

ん

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
天
ぷ

ら
油
が
燃
え
出

し
た
と
き
に
、

水
を
か
け
る
こ

と
は
絶
対
厳
禁

で
す
。

消
火
器
で
消
す
の
が
一
番
で
す
が
、

近
づ
き
す
ぎ
る
と
油
が
飛
び
散
っ
て

火
傷

や

け

ど

を
す
る
の
で
、
近
づ
き
す
ぎ
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
後
、
落
ち
着
い
て
コ
ン
ロ
の
コ

ッ
ク
を
閉
め
ま
し
ょ
う
。

以
上
の
こ
と
に
注
意
し
、
天
ぷ
ら
油

に
よ
る
火
災
の
防
止
に
心
掛
け
て
く
だ

さ
い
。

☆
消
火
器
は
す
ぐ
取
り
出
せ
る
と
こ

ろ
に
置
い
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

お
問
い
合
わ
せ

彦
根
市
消
防
署
　
犬
上
分
署

（電）
3
8-

3
1
3
0

消防

預金等保護の姿

預金等の分類 保護の範囲

決済用
当座預金・利息のつかない普通預金等 全額保護（恒久措置）

預　金

一　般
利息のつく普通預金・定期預金・定期 合算して元本1,000

預金等
積金・元本補てんのある金銭信託（ビ 万円までとその利息

ッグなど）等 等を保護

外貨預金、元本補てんのない金銭信託（ヒットなど）、 保護対象外

金融債（保護預り専用商品以外のもの）等
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保健業務・子育て支援センター
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ミ
シ
ガ
ン
州
立
大
学
連
合
日
本
セ
ン
タ
ー

英
語
講
座
受
講
生
募
集

日
本
に
い
な
が
ら
の
海
外
留
学
！

ア
メ
リ
カ
か
ら
の
留
学
生
と
一
緒
に
暮

ら
し
な
が
ら
、
本
格
的
に
英
語
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

開
講
期
間
■
4
月
12
日
（水）
〜

7
月
4
日
（火）

内
容
■
英
語
集
中
コ
ー
ス

（
月
〜
金
・
週
20
時
間
・
入
寮
可
）

モ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ス

（
月
〜
金
・
週
10
時
間
・
入
寮
可
）

ス
キ
ル
・
テ
ー
マ
別
コ
ー
ス

（
週
1
〜
2
回
・
2
〜
4
時
間
）

彦
根
夜
間
コ
ー
ス

（
月
お
よ
び
木
・
週
3
時
間
）

申
し
込
み
締
切
■
3
月
29
日
（水）

★
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

（
体
験
レ
ッ
ス
ン
付
）

日
時
■
3
月
24
日
（金）

13
時
30
分
〜
15

時
15
分

場
所
■
当
セ
ン
タ
ー
（
彦
根
市
）

※
参
加
無
料

お
問
い
合
わ
せ

ミ
シ
ガ
ン
州
立
大
学
連
合
日
本
セ
ン
タ
ー

（電）
2
6
‐
3
4
0
0

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.jcm

u.net/

自
衛
官
募
集

募
集
種
目
■
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
）

受
験
資
格
■
ア．

18
歳
以
上
34
歳
未
満

の
者
　
イ．

自
衛
官
で
あ
っ
た
期

間
が
1
年
未
満
で
あ
る
者

採
用
予
定
数
■
約
3
7
0
人

募
集
種
目
■
予
備
自
衛
官
補
（
技
能
）

受
験
資
格
■
ア．

18
歳
以
上
で
国
家
免

許
資
格
を
有
す
る
者
（
国
家
免
許

資
格
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
）

イ．

自
衛
官
で
あ

っ
た
期
間
が
1
年
未
満
で
あ
る
者

採
用
予
定
数
■
約
60
人

制
度
■
社
会
人
（
学
生
）
と
し
て
、
職

業
に
従
事
し
な
が
ら
自
衛
官
と
し

て
貢
献

受
付
期
間
■
4
月
7
日
（金）
ま
で

試
験
日
■
4
月
15
日
（土）
、
16
日
（日）
、
17

日
（月）
の
い
ず
れ
か
1
日
を
指
定

お
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
彦
根
募
集
事
務
所

（電）
2
6
‐
0
5
8
7

刑事裁判体験ツアーin野洲
日時■3月19日（日）13時～17時（12時30分受付開始）
場所■野洲文化小劇場（JR野洲駅下車南口より250m）
定員■200人
内容■①裁判員制度の解説（ビデオ上映等）②裁判員の選任
（事前申し込み書から裁判員を事前に抽選します。）③裁判
員模擬裁判（殺人未遂事件）④公開の評議⑤質疑応答

事前申し込み期間■3月17日（金）まで（土、日を除く9
時から17時まで）※当日参加も可能です。

申し込み方法■電話申し込み
お申し込み
野洲市役所市民課生活安全室　（電）077‐587‐6089
野 洲 市 中 央 公 民 館　（電）077‐587‐1125
大津地方検察庁企画調査係　（電）077‐527‐5123
大津地方裁判所総務課庶務係　（電）077‐522‐4281
滋 賀 弁 護 士 会 事 務 局　（電）077‐522‐2013

お問い合わせ
大津地方裁判所事務局総務課庶務係 （電）077‐522‐4281

トレーニング室・おしらせ

行　事　名 実　施　日 受付時間 対　　　　象　　　　者
すくすく相談 4月4日（火） 子どもの健康、子育て等について、ご相談を受け付

けています。
すこやか相談 4月11日（火）

10:00～11:00

ご自分の健康について、ご相談になりたい方は、お
気軽にご利用ください。血圧測定、尿検査、体脂肪
測定も無料でできます。

いきいき相談 4月25日（火） 「最近、物忘れがひどくなったかな？　」と不安に
思われる方ならどなたでもご相談ください。

介護相談 随　　　　　　　時 認知症や寝たきり等の方のお世話でお困りの方
赤ちゃんサロン 4月18日（火） 10:00～10:10 0歳代の親子・妊娠中の方
4カ月児健診 4月3日（月） 13:00～13:15 H17年11月生まれの乳児
10カ月児健診 4月3日（月） 13:15～13:30 H17年5月生まれの乳児

2歳6カ月児歯科健診 4月4日（火）
13:00～13:15

H15年9月・10月生まれの幼児
3歳6カ月児健診 4月12日（水） H14年9月・10月生まれの幼児
整形外科健診 4月26日（水） 13:40～14:00 H18年1月・2月生まれの乳児

三種混合 4月5日（水） 13:30～14:30

［1期初回］生後3カ月～7歳5カ月までの乳幼児で、
3～8週の間隔で3回の接種をすませていない児
［1期追加］1期初回3回を接種後、1年以上たった児

BCG 4月11日（火） 生後3～6カ月でBCGが未接種の乳児

ポリオ生ワクチン 4月14日（金）
生後3カ月～7歳5カ月までの乳幼児で、6週以上の間
隔をおいて2回の投与を受けていない児

☆各健診および予防接種には、必ず母子手帳・予診表を記入してご持参ください。

☆2歳6カ月児歯科健診、3歳6カ月児健診（尿検査があります）を受けられる方は、歯ブラシとコップを持ってきてください。

☆9～10カ月児健診には、お子さんと同居されているおばあちゃん・おじいちゃんもぜひおいでください。

お問い合わせ 役場福祉保健課 ㈲2‐2021 （電）48‐8115 メール　hoken@tagatown.jp

生まれました！
☆多林

たば や し

和歌菜
わ か な

（誠・美紀）

☆道明
どうみょう

雪乃
ゆ き の

（猛・喜子）

☆廣田
ひ ろ た

幸大
ゆ き ひ ろ

（健司・景子）

結婚しました！

Q
柳本　　優
辻　　映里

Q
澤　　朋則
中松　未希

おくやみ申し上げます
◆夏原　洋一　29歳
◆深田久美子　74歳
◆中村　鶴松　93歳
◆藤井　 83歳

◆小林　きゑ　82歳
◆山本　富雄　81歳
◆新谷　悦子　83歳
◆山本きみ子　81歳

多賀町総合福祉保健センター

トレーニング室から
皆さんの健康づくりを応援するために「ふれあいの

郷」では、毎月トレーニング室で『体力測定』を開催し

ています。
体力測定のメニュー

握力、閉眼片足立ち（バランス性）、長座体前屈（柔

軟性）等を実施します。

中高年の方にもご利用いただける運動機器もあり

ますので、ぜひ健康づくりにお役立てください。

※なお、はじめてトレーニング室を利用していただく方は、初回

に利用講習会を受講していただく必要があります。

4月の利用講習会日程

4月14日（金）

13:30～14:30 体力測定

15:00～16:00 利用講習会

4月22日（土）

13:30～14:30 体力測定

15:00～16:00 利用講習会

17:30～18:30 体力測定

19:00～20:00 利用講習会

トレーニング室利用時間■ 10:00～20:30
トレーニング室を利用できない日■毎週日曜日、第
2・第4月曜日（第2・第4月曜日が祝日の場
合、翌日が休みとなりますのでご注意くださ
い）、祝日

利用対象者■18歳以上の方
利用料■町内在住・在勤の方200円、

町外の方300円
その他■運動のできる服装・運動靴・タオルをご

用意ください。
お問い合わせ
役場福祉保健課
㈲2‐2021（電）48‐8115
メール hoken@tagatown.jp

おめでた・おくやみ

（敬称略）

子育て支援センター ひろばの案内

広　　場 曜日・日時 時　　間 内　　　　　　　　容

にっこり広場
月曜日～金曜日

9:00～12:00
センターの部屋を開放しています。子ども同士、親同士が

（下記広場以外※） 遊んだり、語りあったりするのに利用してください。

園 庭 開 放
火曜日・金曜日 9:00～12:00

土　　曜　　日 9:00～16:00

赤ちゃんペンギン
4 月 2 6 日（水）

広場（0歳児）
ペンギン広場 4 月 1 2 日（水）
（1歳児） 1 9 日（水）

10:00～12:00
カンガルー広場

4 月 5 日（水）
（2歳児）
キリン広場

4 月 5 日（水）
（3歳児）

1歳のお誕生会 4 月 1 4 日（金） 10:00～11:00
4月に1歳のお誕生日を迎えるお子さまをお持ちの方々、お
越しください。

※にっこり広場…4月4日、14日はお休みです。

☆子育て相談は、随時行っていますので、気楽に来所していただくか、お電話ください。
☆支援センター利用のお願い 多賀ささゆり保育園の門扉は、安全のためにいつも閉めていますので、開けてお
入りください。車を止められたら、門扉を閉めておいてください。来館者名簿が保育園の玄関とにっこり広場
の部屋の前にありますので記入をしてから遊んでください。（必ず玄関からお入りください。避難用外階段は、
通常不審者対策のために閉めていますので、上がらないでください）
お問い合わせ 子育て支援センター ㈲2‐1025 （電）48‐1025

乳
児
健
診

予
防
接
種

健
　
　
診
　
　
等

相
　
　
談
　
　
等

保健業務（4月） 場所：多賀町総合福祉保健センターふれあいの郷

多賀ささゆり保育園の運動場を開放しますので自由に遊んでくだ
さい。（砂場のおもちゃは各自で名前を書いて持参してください。）

4月は、広場に登録された方々の出会いの場となります。
みんなで自己紹介をしたり、ふれあい遊びをしたりして、
楽しく過ごしましょう。また、センターの職員と子育てに
ついての話もしています。月ごとの予定は「にっこりメー
ル」でお知らせします。（各公共施設に掲示しています。）

※
「
予
防
接
種
手
帳
」
を

必
ず
お
読
み
く
だ
さ
い
。

※就学前で未接種の場
合や、ご不明な点が
ある場合は、福祉保
健課までお問い合わ
せください。


